
夢
ひらく！

わたや佐藤

椅子張り職人　佐藤 修一さん（湯川村）

お客さまの要望以上の
リペアを目指して

夢に向かって挑戦する人。地域のために伝統をつなぐ人。
福島で頑張る人たちの物語をご紹介します。

さ　とう しゅういち

クックパッド福島県公式キッチン

「はら食っち～な ふくしま」で
レシピ公開中

福島学院大学短期大学部 食物栄養学科学生が考案したレシピを紹介します。

調理時間／10分（冷やす時間は除く）　
エネルギー／154kcal　　塩分／0.2gナスとミニトマトのバルサミコマリネ

ナス
旬の時期／6月～9月

材料【2人分】

●ナス…2本
●ミニトマト…6個
●オリーブ油…大さじ2
　   バルサミコ酢…大さじ1
　   はちみつ…小さじ1
　   黒コショウ…少々
　   塩…ひとつまみ
●大葉…適宜
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❶ナスは乱切りまたは縦長に切って水にさらし、
水気をとる。ミニトマトは半分に切る。

❷オリーブ油大さじ1と、　を混ぜてマリネ液を
作る。

❸残りのオリーブ油で焼き目がつくまでナスを焼
き、熱いうちにミニトマトと一緒にマリネ液で
和え、冷蔵庫で冷やす。

❹器に盛り付け、千切りにした大葉をあしらう。

ナスの皮の紫色には、ポリフェノールの中でも特に抗酸化作用が強いとされ
るナスニンが多く含まれています。実の部分には食物繊維のほか、余分な水
分を排出するカリウムも豊富で、夏バテや生活習慣病の予防に効果があると
されています。

ナスの皮の紫色には、ポリフェノールの中でも特に抗酸化作用が強いとされ
るナスニンが多く含まれています。実の部分には食物繊維のほか、余分な水
分を排出するカリウムも豊富で、夏バテや生活習慣病の予防に効果があると
されています。
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HANERU葛尾
葛尾村大字落合字関下21-4 
☎080(5875)6733
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海のない
葛尾村から生まれた
水処理技術が育てた
「おいしい恵み」

代表取締役社長
松延 紀至さん

エビの養殖場があることを村
の子どもたちが誇りに思って
くれるよう、事業を続けます！

詳しくは
こちら

バナメイエビ
葛尾村
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　「家業が布団屋で子どもの頃から手伝っ
ていたので、ミシンを扱うのは得意なんで
す」と話す椅子張り職人の佐藤修一さん。
高校卒業後、いったんは就職するものの、
ものを作る仕事がしたいと一念発起、椅子
職人を目指して専門学校に入学しました。
「学校では、卒業までにどんな椅子でも修理
できるよう、基本的な張り替えはもちろん、
鋲
びょう

を使った伝統的な修理も学びました」。
その後、東京の会社で修業を重ね、造作
家具を担当したり、数多くの椅子を一気に
張り替えたりするなど、技を磨いていき
ました。

　2021年に地元である会津地域に戻り、
椅子張り職人としての仕事を開始します。
「会社勤めをしていた頃とは違い、お客さ
まから直接どんな椅子にしたいのかを聞け
ることは大きな強みですね。できるだけ
細かく要望をお聞きした上で、さらに良
くするための提案をします。出来上がっ
た椅子を見て、『あのボロボロだった椅子
がこんなに変わるなんて！』と喜ぶ姿を見
ると、この仕事をやっていて良かったと思
います」。
　「壊れた椅子は二つと同じものがない
ので、毎回新しい修理に取り組み、その
経験が蓄積されていくのが面白い」と話す
佐藤さん。「最近、イチから自分の思い描く
椅子を作ってみたいとも思うようになり
ました。今後は修理と並行して、オリジ
ナルブランドの制作にも挑戦したい」と
瞳を輝かせ、故郷で生まれた新たな夢に
向かって歩み始めていました。

ミシン縫いは丁寧かつスピーディーに。
職人技が光ります。

手際よく布を裁断していく佐藤さん。
「壊れたものを自分の手できれいに直すことに
やりがいを感じる」と言います。

クッション材を覆ったレザーの端を、
帯と飾り鋲で留めていきます。このひと
手間が上質感を生み出します。

修理されて
新しく生まれ変わった椅子

所 湯川村浜崎字水上1409-6 
☎ 0241（27）4235
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読者からの
お便り

つながるふくしま
ゆめだより

東日本大震災・原子力災害伝承館で働く横山さんの記事を読んで、職員兼語り部として活躍する姿に心を打たれま
した。これからも地域のために活動を続けていただきたいです。（30代・二本松市）


